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1.はじめに 

 近年のインターネットをはじめとしたコ
ンピュータネットワークの発達により，以前
に比べ情報の発信が容易になり，膨大な量の
情報がネットワーク上を流通するようになっ
た。また，様々な機器がネットワークに接続
されるようになり，多種多様な情報がネット
ワーク上を流れている。そこで本研究ではネ
ットワーク上の情報を，メタ情報（情報の情
報）を活用しながら情報の価値を高め，効率
よく運用するシステムの研究と開発を目的と
している。 

 現在インターネットをはじめとしたネッ
トワークには，あらゆる情報が膨大な量存在
するにも関わらず，それらが無秩序に存在し
ている状態である。そのために，これらの情
報の多くは存在しているにも関わらず，有効
に活用されていない状態であるといえる。記
録メディアに関連した技術の発達により，情
報を記録するコストは低くなり多くの情報が
記録されている。ネットワークの発達により，
様々なところに記録されている情報にアクセ
スするコストも低くなっている。また演算装
置の高速化により，単位時間内に処理できる
情報量は増えてはいるが，すでに存在しアク
セスすることができる情報量が膨大になり，
すべての情報を処理しきれなくなっていると
言える。 

そこで，本研究の目的としている「効率的
な情報の運用」が非常に重要であり，今後よ
り必要となる分野である。メタ情報の活用に
より，情報の高精度な検索や信憑性の検証な
ど，従来実用的なシステムとして実現が難し
い情報の新たな処理を行うことも可能となる。
今後も増え続ける情報を，効率よく運用技術
はより高度な情報化社会にとって必要不可欠
な基盤技術のひとつと言える。 

2.XML 文書による Web サイト 

ネットワーク上の情報を効率的に運用する
には，まずあらゆる情報を一定の規則に基づ
いて処理できるようにする必要がある。そこ
で，ネットワーク上の情報を標準的に記述す
る 言 語 で あ る ， XML(Extensible Markup 
Language)を用いて，情報を一元的に管理・運
用するシステムの構築を目指した。 

XML は基本的にテキストで情報を記述する
言語であるが，非常に柔軟性が高く特に木構

造によってメタ情報を記述することに適して
いる。インターネットにおいて広く用いられ
ている情報公開技術の一つに，WWW(World 
Wide Web)がある。WWW は Web ページによって
情報を公開する技術である。開発された当時
は，テキストと画像によって情報公開をして
いた。コンピュータの高機能化によりテキス
トだけでなく，動画像や音情報など様々な情
報形態も一般的に扱う事が可能になっている。
Web ページを閲覧する装置も，ワークステー
ションや PC など比較的大型の表示装置を持
つコンピュータだけでなく，小さい画面しか
持たない携帯端末など様々な物に対応する必
要がある。そこで，すべての情報の元を XML
文書として一元的に管理をし，その XML 文書
を元に情報形態に合わせて情報を変換する
Web サイトシステムを開発した[1][2][3]。このシ
ステムでは，Web ページの記述に一般的に用
いられている HTML 文書からの移行を円滑に
行えることを重視した。既存の Web ページは
ほとんどの情報が HTML 文書として公開され
ており，既存の情報を生かして新システムを
構築できることは既存情報の活用の点から重
要である。既存の Web サイトの情報を XML 文
書に変換して一元管理をし，閲覧するクライ
アントで JavaScript を用い最適な閲覧形態
に変換する。クライアントで変換を行うため
に，ネットワーク構成やセキュリティ装置の
設定，サーバ等の WWW システムは従来のシス
テムそのままに，新しいシステムを稼働させ
ることに可能にした(Fig.1)。 

XML－Web システムによって，テキスト，画

像，動画配信（ストリーミング）などのコン
テンツを一元的に管理・運用する Web サイト
を構築し，実際にインターネット上に公開を
行った[1]。このシステムにより情報を一元的
に管理・運用することで，より効率的な情報
の運用が可能であることを実証した。 
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Fig.1 XML-Web Site 



3.ミラーエージェントシステム 

ネットワークに接続するためのデバイスの
小型化低コスト化が進み，カメラの映像や各
種センサー情報のネットワーク流通が増えて
きている。これらの情報から独居老人など被
介助者の状況を，プライバシーを守りながら
ネットワークを使って知り，介助することが
できるミラーエージェントシステムの開発を
行った[4][5][6][7]。このシステムではセンサーや
映像，音響情報から得た情報を統合的に処理
し，対象となる人の介護に必要な情報のみを
ミラーエージェントと呼ぶエージェントに反
映させる。介助者などはこのエージェントに
対して情報を閲覧することにより，必要な情
報を取得しながら被介助者のプライバシーな
どは確保できる。 

この情報管理には XML 技術を用い，一元的
な情報管理・運用に対応した。エージェント
と介助者側で通信される内容は XML を元にし
た情報であり，情報量が大きい動画像データ
などセンサーの情報は直接通信しない。これ
は開発段階では，各家庭まで動画像などの通
信が確実に行えるネットワーク環境が整備さ
れているとは限らないことを考慮している。
エージェント側で情報処理を行うことにより，
通信される情報の効率的な運用を可能とした
(Fig. 2)。 

ミラーエージェントシステムにより，被介
助者の動画像や音響データなど比較的容量が
大きい情報に対して，予め情報処理を行うこ
とによって介助者が必要な情報のみを閲覧す
ることが可能なシステムを実現した。被介助
者のプライバシーを守るという，難しい問題
を解決する一つの手段を提示した。多様な情
報の中から必要な情報のみを抽出することに
より，目的とする情報を効率的に運用するシ
ステムを構築することができた。 

4.一般的な応用 

これら XML を元にしたネットワークシステ
ムでは，一般的な Web ページからセンサーな

どの情報まで，XML という一つの規定の上で
扱うことが可能となる。よって，文書や映像，
温度などこれまで個別に扱われていたような
様々な情報に対して，同一のシステムで検索
できるシステムなどに応用できる。また元は
一つの情報を，パソコンや携帯電話など異な
る機器に適した情報形態に変換して提供する
システムが実現できるなど，コンピュータネ
ットワークを介して交換される情報を同じ基
盤上で扱うことが可能となる。本技術を応用
し，ネットワーク上の情報をより効率よく利
用できる環境が実現すれば，コンピュータネ
ットワークがより人間生活になじんだものと
なる。 

5.おわりに 

 現在これらのシステムで得られた知見をも
とに，ネットワークでセンサーやモーターな
どのハードウェアを効率的に扱うシステムに
着目している。多数のセンサーからの情報を
一括して処理できるシステムの開発と検証，
またこの情報を元に多数のモーターを同時に
制御する XML を元にしたデータベースシステ
ムの研究・開発を進めている。 
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Fig.2 Mirror Agent System 


